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鈴
木
成
夫
（
民
主
・
社
民
）

　

虚
通
級
学
級
小
学
校
と
中
学
校
の

現
状
。
契
第
一
中
学
校
に
設
置
さ
れ

る
自
閉
症
・
情
緒
障
が
い
学
級
に
つ

い
て
形
保
護
者
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
て
い

る
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
小
学
校
通
級

指
導
学
級
は
、
二
小
３
学
級　

人
、

２２

南
小
４
学
級　

人
が
学
区
を
定
め
、

３５

保
護
者
送
迎
で
通
級
。
中
学
校
は
１

学
級　

名
。
授
業
は
週
８
単
位
時
間

１０

ま
で
。
学
級
の
対
象
は
、
知
的
障
が

い
を
伴
わ
な
い
自
閉
症
、
ま
た
は
そ

れ
に
類
す
る
も
の
。
形
校
長
会
、
特

別
支
援
学
級
設
置
校
長
会
で
検
討
し

て
き
た
。

　

許
保
護
者
ニ
ー
ズ
に
沿
わ
な
い
計

画
の
変
更
は
で
き
な
い
の
か
。

　

市
長　

一
歩
踏
み
出
し
て
ス
タ
ー

ト
し
て
そ
れ
か
ら
で
も
必
要
な
意
見

を
聞
く
こ
と
は
十
分
可
能
と
思
う
。

　

教
育
長　

今
ま
で
の
取
組
に
反
省

す
べ
き
点
が
あ
れ
ば
改
良
し
、
不
安

に
つ
い
て
は
、
早
期
に
解
決
し
て
い

く
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

露
口
哲
治
（
自
民
党
小
金
井
）

　

犯
罪
、
事
件
の
解
決
に
は
防
犯
カ

メ
ラ
の
活
用
が
欠
か
せ
な
い
。
駅
周

辺
で
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
を
要
望
し

て
き
た
。
商
店
会
の
要
望
や
地
域
で

の
防
犯
活
動
も
活
発
で
あ
る
。
市
は

小
金
井
警
察
署
と
安
全
・
安
心
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
覚
書
を
結
ん
だ
。

都
は
昨
年
暴
力
団
排
除
条
例
を
施
行

し
、
多
摩　

市
で
も
現
在　

市
が
同

２６

２２

条
例
を
施
行
あ
る
い
は
制
定
に
向
け

て
協
議
中
で
あ
る
。
市
内
に
は
暴
力

団
事
務
所
は
な
い
が
暴
力
団
員
及
び

関
係
者
は
約　

人
い
る
。
契
防
犯
カ

１００

メ
ラ
設
置
の
助
成
制
度
を
問
う
。
形

抑
止
効
果
の
あ
る
人
権
や
個
人
情
報

保
護
を
重
視
し
た
暴
力
団
排
除
条
例

を
早
急
に
つ
く
る
べ
き
だ
。

　

危
機
管
理
担
当
部
長　

契
指
摘
さ

れ
て
か
ら
商
店
会
や
町
会
等
と
実
施

に
向
け
て
の
話
合
い
を
ス
タ
ー
ト
し

た
。
地
域
団
体
の
見
守
り
活
動
の
実

績
も
あ
る
の
で
、
商
店
会
と
連
携
団

体
の
設
置
で
６
分
の
１
負
担
と
な
る
。

形
暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定
に
向
け
、

準
備
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

宮
崎
晴
光
（
民
主
・
社
民
）

　

太
陽
光
発
電
で
環
境
先
進
市
へ

　

虚
先
進
市
に
学
び
エ
コ
実
践
を
。

契
市
の
施
設
に
太
陽
光
発
電
設
備
を

設
置
し
、
売
電
収
益
を
図
ら
な
い
か
。

形
長
野
県
飯
田
市
に
学
び
環
境
教
育

実
践
を
。
径
市
民
へ
の
太
陽
光
発
電

助
成
を
積
極
的
に
行
う
べ
き
。

　

環
境
部
長　

契
施
設
新
設
や
大
規

模
改
修
に
合
わ
せ
、
売
電
収
入
も
視

野
に
入
れ
設
置
を
検
討
し
た
い
。
径

積
極
的
に
助
成
し
た
い
。

　

学
校
教
育
部
長　

形
市
内
小
中
学

校
の
取
組
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る

が
、
一
層
充
実
を
図
り
た
い
。

　

許
東
小
金
井
周
辺
の
交
通
対
策
契

東
大
通
り
に
信
号
新
設
を
形
北
大
通

り
サ
ン
ド
ラ
ッ
グ
前
交
差
点
の
安
全

対
策
を
径
北
大
通
り
渋
滞
対
策
を
。

　

都
市
整
備
部
長　

契
ピ
ー
コ
ッ
ク

前
横
断
歩
道
と
高
架
下
に
、
今
年
度

中
に
信
号
を
新
設
す
る
。
形
危
険
の

度
合
い
を
調
査
し
、
警
察
に
要
望
し

て
い
き
た
い
。
径
交
差
す
る
都
市
計

画
道
路
整
備
の
中
で
、
右
折
レ
ー
ン

整
備
等
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

武
井
正
明
（
民
主
・
社
民
）

　

虚
は
け
の
自
然
を
守
る
た
め
に
契

ト
ラ
ス
ト
運
動
に
よ
り
取
得
を
予
定

し
て
い
る
キ
ン
ヒ
バ
リ
の
里
（
中
町

４
丁
目
公
共
緑
地
）
を
市
と
し
て
買

収
し
な
い
か
。
形
は
け
の
会
と
小
金

井
市
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定

を
早
期
に
締
結
し
な
い
か
。

　

環
境
部
長　

契
状
況
を
重
視
し
検

討
し
た
い
。
形
会
の
方
と
再
度
協
議

し
て
い
き
た
い
。

　

許
消
防
団
員
の
確
保
の
現
状
と
今

後
に
つ
い
て
。
契
平
成　

年
度
の
各

２４

分
団
の
改
選
状
況
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
。
形
小
金
井
市
在
住
の
市
職
員
の

分
団
員
参
加
を
積
極
的
に
求
め
た
い
。

　

危
機
管
理
担
当
部
長　

契　

名
退

２０

団
し　

名
の
新
団
員
が
加
入
し
た
。

１８

形
消
防
団
運
営
審
議
会
の
皆
さ
ん
と

も
意
見
交
換
し
て
い
き
た
い
。

■
市
職
員
の
研
修
制
度
に
つ
い
て
。

契
通
信
教
育
形
大
学
院
径
企
業
・
先

進
市
派
遣
な
ど
職
員
の
研
修
制
度
の

充
実
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

取得が急がれるキンヒバリの里

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

　

虚
地
域
防
災
の
観
点
か
ら
も
必
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
、
小
金
井
市
の

財
産
で
あ
る
農
地
を
保
全
す
る
た
め
、

契
生
産
緑
地
の
再
指
定
制
度
の
採
用
。

形
複
数
回
買
取
申
出
の
許
可
。
径
面

積
要
件
の
緩
和
を
進
め
る
べ
き
だ
。

　

環
境
政
策
課
長　

契
形
径
必
要
性

と
近
隣
市
の
状
況
を
調
査
し
判
断
し

た
い
。

　

許
食
は
長
生
き
の
秘
訣
。
８
０
２

０
運
動
（　

歳
で　

歯
残
す
）
達
成

８０

２０

の
為
に
、
成
人
歯
科
健
診
を　

歳
ま

８０

で
延
長
し
な
い
か
。
契
５
歳
刻
み
の

健
診
を
増
や
し
た
場
合
の
試
算
は
。

形
達
成
者
の
医
療
費
や
各
疾
患
の
発

生
率
が
低
く
な
る
と
い
う
調
査
結
果

が
出
て
い
る
が
、
医
療
費
削
減
の
観

点
か
ら
も
実
現
を
し
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
受
診
者
約　
２４０

人
増
。
予
算
は　

万
円
増
の
見
込
み
。

１８０

　

市
長　

形
市
民
の
健
康
維
持
の
た

め
に
歯
科
衛
生
事
業
は
重
要
。
歯
科

医
師
会
等
と
話
を
し
検
討
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
ク
ー
ル
ア
ー
ス
デ
ー
の

実
施
に
つ
い
て
提
案
し
ま
し
た
。

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

虚
全
国
で　

以
上
の
自
治
体
が
介

６０

護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を
導
入

し
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

実
績
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ

れ
、
年
間
で
上
限
５
千
円
程
度
の
交

付
金
や
商
品
券
と
交
換
で
き
る
と
い

う
も
の
。
高
齢
者
を「
支
援
す
る
側
」

と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
う
、
こ
の
制

度
を
導
入
し
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

高
齢
者
が
生
き

が
い
を
持
っ
て
介
護
予
防
の
推
進
に

努
め
る
等
に
つ
な
が
れ
ば
、
大
き
な

効
果
が
期
待
で
き
る
。
た
だ
、
ポ
イ

ン
ト
制
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対

価
が
な
じ
む
か
ど
う
か
の
評
価
な
ど

課
題
が
あ
る
。
今
後
も
研
究
し
た
い
。

　

許
社
交
ダ
ン
ス
は
年
齢
を
超
え
て

楽
し
く
健
康
づ
く
り
が
で
き
、
市
内

で
も
盛
ん
だ
。
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

に
て
、
市
が
入
門
講
座
を
開
か
な
い

か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

高
齢
者
が
自
身

に
合
っ
た
社
会
参
加
の
方
法
を
見
付

け
ら
れ
る
よ
う
、
種
々
研
究
し
た
い
。

小金井市における世帯主が６５歳以上の単独世帯推移
（東京都世帯数の予測　統計データ　２００９年３月）

渡
辺
大
三
（
み
ど
り
・
市
民
）

　

虚
契
小
金
井
市
職
員
の
退
職
金
・

地
域
手
当
・
住
居
手
当
・
扶
養
手
当

な
ど
を
引
き
下
げ
れ
ば
、
大
体
８
千

万
円
の
財
源
が
捻
出
で
き
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
や
、
新
た

な
市
民
負
担
増
の
緩
和
に
充
当
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
市
長
の
認
識
を
問

う
。
形
地
域
手
当
が
国
基
準
を
超
え

て
い
る
こ
と
に
よ
る
罰
金
は
、
昨
年

度
は
い
く
ら
か
。

　

市
長　

契
退
職
金
に
関
し
て
は
国

等
の
動
向
、
都
や
近
隣
市
の
対
応
を

見
て
行
く
。
住
居
手
当
は
４
年
か
け

て
対
応
し
て
い
く
。

　

企
画
財
政
部
長　

形
千　

万
５
千

８３６

円
で
あ
る
。

　

許
資
源
ご
み
の
収
集
拠
点
を
商
店

街
に
設
け
、
市
民
が
持
ち
込
ん
だ
ら

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
に
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
し
、
個
店
で
の
買
い
物
に
使
え
る

よ
う
に
す
れ
ば
、
ご
み
は
減
り
、
市

民
に
も
商
店
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

施
策
と
な
る
。
研
究
を
。

　

環
境
部
長　

他
自
治
体
で
の
導
入

事
例
を
調
査
・
研
究
す
る
。

は
け
の
自
然
を
守
る
た
め

は
け
の
自
然
を
守
る
た
め
にに

小
金
井
市
の
特
別
支
援
教

小
金
井
市
の
特
別
支
援
教
育育

の
現
状
に
つ
い

の
現
状
に
つ
い
てて

太
陽
光
発
電
促
進
及

太
陽
光
発
電
促
進
及
びび

東
小
金
井
周
辺
交
通
対

東
小
金
井
周
辺
交
通
対
策策

生
産
緑
地
制
度
の
見
直
し
を

生
産
緑
地
制
度
の
見
直
し
を
／／

成
人
歯
科
健
診
の
延
長

成
人
歯
科
健
診
の
延
長
をを

高
齢
者
の
社
会
参
加

高
齢
者
の
社
会
参
加
をを

「
楽
・
喜
」
の
観
点
か

「
楽
・
喜
」
の
観
点
か
らら

市
職
員
の
高
額
手
当

市
職
員
の
高
額
手
当
はは

削
減
削
減
をを

防
犯
カ
メ
ラ
設

防
犯
カ
メ
ラ
設
置置

と
暴
力
団
排
除

と
暴
力
団
排
除
条条

例
制
定
を
願

例
制
定
を
願
うう
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女男女男女男女男
85歳以上80～84歳75～79歳70～74歳

茨城県における歯の保有本数と医療費の関連に関する調査より


